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損害防止サーキュラー No.11-08 
 
 
揚荷装置   あなたの船は事故の発生を避ける準備がなされていますか 
  
 
 
イントロダクション 
 
Cargo Crane, Provision 
Craneやその他のService 
Craneといった船上の揚荷装置は、貨物の取扱い

や物品、予備品や食料の搬入のための操作機器の

大事な役割がある。 
装置の誤った動作は容易く本船にOFF-
HIREやLoss of Incomeをもたらす。 
人身傷害や死亡に至るような事故結果は当事者に

とっていっそう深刻であり悲劇である。 
 
船舶の揚荷装置の操作と安全に関する現在の国際

法令は、各flag state 
が同一の国内法となる様には十分な詳細を提供し

ていない。 
これはSOLASやMARPOLのような条約を採択した国においては一致した法令となる事を強制する海運

業界の他の分野とは対照をなしている。 
 
現状は船主自らが所有船舶の揚荷装置の検査及び保守整備時間に関する手順と仕組みを築いていく役

割を演ずるように要求している。 
 
災害からの経験 
最近、操作中にJibを含んだCrane 
Cab全体が台座からはずれて貨物艙に落下するという事故がおきた。事故の結果、一名が重傷を負い、

後遺障害を負うことになった。 調査によりSlewing 
Bearingの過度の摩耗と不適当なメンテナンス（グリス）が明らかとなった。製造者によって改定された整

備保守仕様書は本船上にはなく、保守整備は勧告に従って行われていなかった。 
Slewing 
Bearingのグリスの品質分析や適正な摩耗計測が行われていれば異常な摩耗が検知され事故を防げて

いたであろう。 
 
死亡事故に至った最近のその他の件は、Stevedoreが安全モニターシステムを手動で無効にしたことが

原因でおきた。 揚荷操作中、boomのリーチを伸ばそうとしてlower 
positionにあるboom/jibの低位置自動停止モニターを無効にした。 

この位置でのBoomは機器への荷重を増大させspan ropeは切断しDerrick 
boomは埠頭に落下、陸側にいた人間に致命的な重傷を与えることになった。 
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規則 
 
 
 
 
揚荷装置についてもっとも一般的に採択された規則はILO Convention No.152である。 
これはOccupational Safety and Health in Dock Work of the International Labour 
Organizationという。 
多くの国家機関によってILO 
152に従った証明が採用され、必要とされているが、条約には実施に関する詳細な規程がない。 

条約は、揚荷装置の定期的な徹底検査を「然るべき者」が実施することのみを要求している。「然るべき者

」の一般的な定義は記載されているが、しかし多くのFlag State Authoritiesは船舶のTechnical 
Managerを「然るべき者」として指定して一任している。 

多くの会社は外部の検査会社を使用するが、機関長がこの任にあることは珍しくはなく、特定のトレーニン

グといったものも要しない。 
GARDの経験から見ると、この解決はしばしば不十分と。 

揚荷装置の設計、製造、年数や機能性が様々であることを考慮するならば、この業務を遂行するため要

求される能力に達するには十分なトレーニングが必要であろう。 
 
国際的な法令の現状に基づき、それぞれのFlag 
Stateの「揚荷装置の安全操作を確保していくための規則の実施」にのみ信頼を置くことは十分ではない。

Gardは全ての船主に以下の勧告内容を考慮していただくことを要請する。 
 
勧告 
●Maintenance Agreement 
毎年徹底した検査を実行し５年ごとに保証書を発行してもらうように製造者とのMaintenance 
Agreementを締結することを検討すること。製造者の関与により保守指図書と操作経験が乗組員に

伝わり船上での手順に反映される。 
 
●Additional class notation 
多くの船級協会がクレーンや揚荷装置に関する追加記録を提供している。これらの記録は上記のM
aintenance 
Agreementに加えて第三者の管理として寄与し、業界の規則と要求に応じた検査制度を提供するで

あろう。 
●Training and documentation 
製造者とのMaintenance 
Agreementは、乗組員により行う定期的な保守整備の実行と記録に関する船上トレーニングを含む

べきである。 
乗組員が本船の揚荷装置についての知識と能力を取得できることがポイントである。 
装置の限界を知ることや使用前に行うべき揚荷装置の必要な安全点検に精通することは事故の危

険を少なくする。貨物クレーンの操作は多くの場合Stevedoreに任されるゆえにStevedoreが装置

を操作する前に乗組員が安全システムが機能していることや製造者による操作指図書が掲示・利

用できることを確実にしておくことが重要である。 
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